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八
日
石
よ
り
四
に
琴
・
召
米
越
望
血
大
爺
・
竃
等
行
∬
た
か
・
重
宝
は
、
随
鹿
、
平
L
如
聖
荒
し
、
陳
畠

田
粥
讐
糟
粕
・
千
ト
l
ま
鞍
山
律
諦
め
加
鏑
コ
ー
ス
で
椚
の
撃
た
仁
義
、
こ
笑
等
塩
川
遠
島
は
萱
に
皐

慧
ち
た
っ

八
日
一
日
よ
り
M
U
ま
で
作
巧
川
津

市
の
加
苗
m
コ
ー
ス
で
余
日
ま
H
佗
ポ

ー
よ
等
血
大
行
㌧
太
校
乎
卜
託

は
二
等
の
糀
日
に
よ
る
R
ク
ル
ー
が

日
期
し
た
。
苅
一
口
日
、
■
轟
．
小
的

翠
侵
、
松
山
宰
損
♪
痢
嗅
し
、

二
位
の
松
山
禦
目
標
一
転
餞
心
得
を
つ

け
て
t
雪
二
日
目
叩
人
鸞
阿

哲
H
絞
、
等
1
日
托
．
岬
苧
日
日

綬
魚
し
、
舛
艇
表
川
で
二
l
椛
に

と
と
ま
っ
た
っ
し
か
．
痛
快
粉
は
小
澤

〃
H
喝
屯
華
＝
絞
、
木
弘
撃
再
レ

ー
ス
て
こ
化
の
班
耶
嵩
校
を
一
メ
ー
ト

ル
将
に
斐
三
位
。

い
よ
い
よ
庁
巳
、
大
作
虎
口
木
一

一
γ
決
め
一
亀
は
、
肘
印
、
裏
鱒
■

苧
呵
モ
f
L
に
蓋
の
門
税

に
よ
っ
て
争
わ
貞
l
る
こ
き
長
笑
た
。

飢
窮
壷
た
ち
の
闇
が
、
サ
一
h
り

並
ん
で
昏
帝
つ
。

い
よ
い
よ
ス
タ
・
・
ト
／
　
円
唄
が
い

っ
せ
い
に
水
L
雀
看
あ
け
雪
す
べ

至
つ
に
ト
ッ
プ
に
山
た
の
は
、
燕
が

明
り
で
あ
っ
た
〉
四
一
u
メ
し
ん
、
五

百
メ
ー
ト
ル
．
投
に
綬
′
盛
挙
問
守
的

二
軍
し
て
い
る
っ
だ
が
裏
目
メ
ー

ト
ル
蔓
亡
た
一
巻
か
り
、
二
位
と
の

歪
に
甫
ま
っ
】
・
き
た
。
察
な

遇
い
こ
み
重
唱
必
死
に
リ

ー
ド
毒
二
府
が
ほ
と
ん
l
ノ
皇

ん
だ
か
に
更
蒔
コ
ー
ル
イ
ン
／

そ
の
考
わ
す
か
に
二
十
五
セ
ン
チ
の

憎
顎
で
あ
っ
た
。

宏
召
ポ
ー
ト
稀
は
、
こ
の
大
会

に
お
い
て
、
惜
照
の
会
g
瑚
－
羞

す
三
と
が
山
劇
た
の
で
あ
ろ
。

な
お
け
ク
ル
ー
の
遺
草
は
、
榊
餅
蔽

子
（
二
の
三
、
型
怠
学
二
二
の

鱒
二
嬰
毒
草
（
二
の
七
）
、
北
川
点

字
三
の
三
）
．
岩
芋
三

の
五
）
、
垂
し
て
小
沢
初
ナ

三
の
五
）
、
蛋
十
三
の
三
）

の
画
人
で
亀

初
健
脚
の
J
繁
肌
に
つ
い
て
山
崎
由
紀

子
さ
ん
は
－
克
っ
て
く
れ
た
り
私

通
〓
呵
▼
　
円
心
、
嘉
と
い

う
地
位
卜
逮
す
り
と
は
夢
に
も
患
っ
て

は
い
た
か
っ
た
し
臨
戦
に
お
い
て
、

h

l

ル

に

入

っ

毎

蔓

持

つ
手
も
グ
ッ
ク
リ
と
し
て
、
ク
ル
1
生

霊

な

り

の

寧

砦

と

知

っ
た
時
、
止
の
善
く
汗
と
疫
が
あ

と
か
ら
あ
右
り
、
ホ
妻
偏
り
コ
し

攣
れ
た
。
鰭
し
い
畠
う
こ
と
よ
り
も

－
叛
と
し
て
懐
盟
常
署
味
わ
っ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
　
〔
金
H
H
本
譜
椚
題
字

催
大
台
l
＝
お
い
一
l
i
、
4
年
初
め
て

の
領
だ
っ
た
の
で
、
感
散
も
又
、
ひ

と
し
お
で
．
傘
接
、
こ
の
撃
忘
れ

丁
に
、
一
層
の
フ
ァ
イ
ト
を
蛙
や
し
て

磁
繁
り
ま
丁
。

陸
上
惜
し
く
も

入
賞
出
き
ず

亀

H

藁

択

陸

上

援

大

畠

は
八
月
一
目
、
二
日
、
一
二
q
四
日
に

覇
で
撃
．
戎
校
で
は
李
七

名
、
均
T
二
名
の
計
九
重
が
撃
た

こ
の
日
指
伯
は
々
咋
出
来
た
は
か
り
で

た
い
へ
ん
プ
レ
ー
し
や
す
か
っ
た
が
大

建
相
手
は
予
増
フ
ィ
ン
に
薫
t

く
も
人
口
は
止
l
嚢
仏
か
っ
た
。

－
互
に
性
躍
、
鰭
仕
、
阿
蛮
封
を

姐

し

て

そ

の

宴

痢

し

て

い

る。

在
位
の
現
在
川
畠
は
ニ
＋
九
毛
投

Hは、印
雄
良
江
川
和
ナ
一
ノ
恵

望
叫
日
銀
正
字
一
ノ
五

絹
鍼
開
閉
…
∬
摘
銅
離
鮒
閂
が
一
相
関
い
l
時
折
艶
雛
机
絹
摘
調
粥
描
絹
絹
パ

金
盟
軒
。
習
い
の
嘉
。
阿
桝
．
貝

l
、
パ
ッ
毒
。
岳
昏
う
揆

n
踪
拶
銘
び
に
石
白
光
生
怒
介
。
石

宣

珍

。

翌

。

曇

祝
辞
。
・
虚
識
1
円
別
号
、
川
韻

雨
銅
鮎
塁
銅
師

…
絹
…
…
餉
毎
酎
関
鮎
粥
摘
頚

会
計
　
鎧
兜
指
才
一
．
入

′

　

　

州

顔

喝

ナ

　

フ

五

胡
記
　
軒
U
初
校
一
ノ
七

封
佐
皿
千
一
ノ
九

で
争
q
。
垂
は

【
坤
の
カ
は
各
ク
ラ
ス
の

撃
で
二
二
一
遠
め
カ

は
川
肌
嬉
さ
ん
山
方
へ
お

藁
下
さ
い
。

J
・
R
・
C
入

団
式
並
び
に
■

盃
か
れ
た
。

J
・
R
・
C
各

校
の
溝
助
状
況

習
洩
れ
込
は
、
J
R
O
の
三
六
モ

ッ
ト
⊥
準
専
任
、
努
叩
の
凱
酉

に
、
埴
何
は
、
喜
田
に
、
上
尾

琶
丸
帯
h
警
官
入
れ
て
い

る。
各
校
概
円
撼
鵬
に
つ
い
一
点
、
教

字
〝
賀
田
誓
動
く
す
る
の
に
と

て
も
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
る
．

怠

云

型

壷

実

害

票

差

佗

　

モ

崇

莞

ラ

壷

は

．

苦

的

毒
し
に
押
入
は
ム
し
い
な
い
。
ま
た
ク
ラ
ブ

早

く

な

っ

た

求
人
会
社

一
目
雲

蹴
九
月
七
H
（
毒

本
校
J
R
U
の
入
団
式
が

行
わ
れ
た
。

藁
は
、
目
太
韓
十

重

璧

稚

裏

白
一
室
、
群
巧
州

穴
、
ダ
畠
一
－
つ
が
、
研
月
間
恋
望
白

魚
、
そ
の
飽
B
の
…
巴
要
諦
つ
て
い

る。

校
外
漬
禦
良
、
夢
、
の
霞
．

琴
人
ホ
ー
ム
蓋
し
、
芝
は
を

本

年

誓

紙

の

茎

は

す
で
に
畠
か
り
驚
U
、
雷
に

圭
と
、
－
佳
t
中
に
、
琶

佼
生
の
蓉
ハ
毒
決
定
し
た
と
い

う
ご
】
れ
は
と
に
窪
川
の
今
年
の
求

愛
へ
、
一
冨
く
な
っ

て
い
る
。
轟
に
こ
れ
道
に
♯
た
毒

（
轟
）
等
箋
一
の

筆
豊
．
兼
、
中
毒
の
眉
用

垂
デ
パ
ー
ト
）
三
『
松
坂
甲
大
丸

西
巧
等
　
W
H
畠
『
伊
升
丹
、

丑
、
窒
社
）
九
的
石
油
．
ベ

ト
リ
、
野
山
儀
桶
、
千
代
騨
ソ
ユ
ー
ズ

日
華
小
野
ポ
品
、
蛮
肌

斐
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
莞
群
、
松
下

筒
石
箸
、
三
井
生
句
山
木

複
号
モ
の
他
菱
慧
杜
、
ガ
W

室

る

。

以

下

こ

れ

■

歪

宅

琶
ト
つ
い
て
研
介
し
ネ
つ
。
餞
と

し
て
は
、
「
同
府
は
付
し
撃
嘗
煎

た

。

　

　

畠

票

由

雄

は

、

役

員

が

は

り

訊
問
円
暫
き
り
貧
て
い
一
〇
の
中
庄
轡
に
重

は
衰
姐
巷
。
垂
は
、
未
篭

り
で
一
9
匂
。
■
じ
よ
■
つ
に
鷲
妄
「
益
づ
い
て

空
に
、
塑
義
蓋
し
．
個
人
の
タ
ラ

徒

畠

の

垂

そ

の

墨

と

未

詳

役

員

数

覇

と

に

茎

す

”
未
校
に
比
も
。
一
義
は
太
琶
て
す
り
と

ぺ
て
多
い
、
多
い
。

空
電
生
　
ま
た
、
本
校
で
も
霊
加
入
し
た

東
部
合
同
模
擬
試
験

積

極

的

な

受

験

を

望

む

妻
蕎
誓
言
（
n
）
即
日
濡
女

悪
日
堤
に
お
い
て
、
木
年
暖
空
回
の

別
郡
約
校
畠
閃
垂
が
、
お
よ
そ

二
〇
ロ
名
の
鬱
加
割
の
下
に
馨
れ

た
．
尤
校
か
り
の
参
加
カ
は
、
三
咋
一

六
彗
二
埜
二
義
（
由
一
〟
考
講

習
九
名
）
と
年
人
増
加
し
て
い
る
が
、

民
別
に
つ
い
て
は
n
T
っ
毎
な

く
、
撃
つ
つ
け
て
い
る
。
色
粥

別
に
整
軍
志
し
て
お
く
と
、
円
肌

薫
ハ
、
告
二
二
、
夷
訊
二
二
で
金
肥

的
「
抜
く
指
し
発
ナ
に
お
い
で
は
0

点
の
智
が
垂
の
u
単
数
に
岐
ん
で

い
竜
た
だ
今
田
は
余
病
に
も
周
年
に

く
ら
ぺ
成
椚
州
脆
い
よ
う
で
二
沖
浴

五
〇
位
が
等
封
で
九
二
三
〇
〇
畠
閑

月
ご
と
二
－
三
〇
瑞
下
廻
っ
て
い
る
の

で
、
ヰ
筏
の
M
毒
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
、
な
お
こ
の
現
比
の
窮
で
あ

れ
巧
同
寸
．
茶
十
二
檀
私
蕎

摺
め
て
小
童
で
あ
る
の
で
ご
れ
を
目

標
に
次
河
の
十
l
月
に
は
印
引
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
吋
だ
Ⅸ
向
か
蓬
料

別
畠
竜
一
茎
数
（
二
〇
”
以

占
苑
鷲
と
い
う
一
と
で
告
。

変
り
ま
で
に
五
校
の
。
蔓

－
羊
六
考
●
詣
二
十
九
名
．
田
消
二

十
名
、
義
元
七
年
平
均

点
歓
は
、
整
丁
二
十
草
英
警
手
訂

登
同
討
三
±
ニ
点
で
あ
る
。
鶴
挙
用

嘉
丁
羞
雲
も
多
く
の
校
門
、
校
外

署
が
行
わ
れ
る
の
で
三
一
年
雀

に
は
璽
加
を
し
て
二
由
一
同

を
太
‥
窮
の
つ
も
り
ヤ
宙
H
に
受

け
、
蔓
粥
H
R
超
し
、
実
力

の
向
上
に
つ
と
の
て
い
重
た
い
。

（欝艮）

■
ニ
O
t
■
皇
＿
惇
十
一

月
廿
四
日
、
久
要
義
に
わ
い
て

行
な
わ
れ
る
ク
憂
町
剛
性

を
も
た
せ
、
汁
財
は
必
り
す
突
け
す
る

寂
智
も
っ
ー
・
白
澤
h
向
い
、
裏
な

賀
髪
劉
立
岩
て
も
ら
い
た
い
。

陸
上
男
子
新
人
戦
に
初
優
勝

雲
は
、
八
月
土
へ
日
大
岱

て
叩
か
れ
た
。

運
干
消
雪
が
、
毎
尾
大
ム
だ
山
均

－
棄
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
な
の
で
、
網

子
は
良
好
。
男
ナ
が
桝
の
丁
壁
用

っ
た
。
た
史
学
は
、
人
包
含
芳
た

め
、
翌
に
も
三
位
に
掠
っ
た
。

飢
望
血
伊

∇
冒
．
．
畠
二
　
日
秒
¢

▼
四
日
小
貫
M
 
M
謬
㊦

▼
八
百
山
番
拍
2
曾
啓
．

▼
壷
雪
H
m
琴
一
6
㍍
知

▼
屯
九
枚
⑳
日
笥
利
l
富
加

裟
井
久
男
H
H
艶

▼
職
位
　
①
嶺
拍
議
伯
日
払

∇
糊
強
椚
葦
－
2
日
的

女

　

子

▼
八
百
，
．
毒
ナ
2
分
小

官
　
▼
八
十
‥
駕
篭
川
静

江
　
1
3
鰯
7
∇
霞
⑧
妾
U

に
問
い
重
義
し
て
し
ま
っ

て
、
蚕
桑
け
な
い
こ
と
．
社

篭

瑳

の

は

在
わ
か
る
｝
自
己
の
柔
刀
で
ね
一
り
つ

ボ
ー
グ
ユ
フ
ィ
ン
を
墓
T
し
て

い
く
軍
人
ウ
授
業
料
の

渡
免
に
つ
い
て

詫

安

塚

金

華

等

差

叢

の
一
房
一
擬
の
爬
罪
に
頚
大
嘉
か

藁
は
、
啓
塔
“
か
ク
で
の
朱

托
皇
吊
の
沈
免
の
靡
い
一
Ⅴ
出
す
軍

配
豊
富
）
だ
が
こ
の
苔
従
の
詔

頸
（
翼
か
ら
の
塾
H
、
酷
期
日
．
在

任

裏

の

収

入

に

闇

義

が

騙
缶
を
警
－
曇
．

四
で
は
こ
■
轟
遮
つ
き
群
山

補
い
銅
開
㍍
錮
廻
り
↓
調
レ
貼
鰭
門

吊
再
帰
描
一
巨
弓
け
‥
、
∵

▼
投
①
整
ナ
3
2
㍍
1
8

能
検
テ
ス
ト

1
1
月
1
6
～
1
7
の
両
日
、
本
校
で
実
施

受
験
者
は
五
十
八
名

テ
ス
ト
を
す
義
は
、
帽
彗
社
彗
鞄
字
、
理
巧
器
州
の
義
で
、
一
れ
に
更
に
嶋
羅
確
刀
テ
ス
ト
が
人
い

る
ご
）
の
テ
ス
ト
は
1
招
二
土
尋
に
竃
と
、
羊
膏
に
榊
挙
る
目
指
の
義
軍
仁
一
毎
な
わ
れ

各
円
の
良
用
に
、
学
内
書
の
仝
闇
的
蛙
高
宗
に
寸
◆
曾
も
に
舵
鱒
W
翠
な
ど
の
市
村
や
要

つ
浴
封
の
押
収
か
臼
増
兵
て
い
る
。

不
安
を
軽
減
し
た

就
職
、
進
学
懇
談
会

（
就
　
壌
）

翼
は
六
月
二
土
石
空
で

抒
わ
打
た
。
竜
は
、
n
m
堅
召

大

火

災

渦

占

荘

司

竃

畢
士
（
銀
章
小
山
捏
ナ
完

粥
這
誌
八
囁
丈
彗
飽
け
）
”
邑
匡

栗
栖
一
再
）
〃
畠
詞
（
巽
工
）

－
彗
（
雷
ソ
ニ
ー
ガ
ラ
ス
〕
の

…
仰
小
さ
な
芽
を

H
如
し
に
林
の
望
は
り
く
な
り
、
創

膏
山
霊
か
色
つ
読
め
膚
り
年
目
こ
の
頃

外
へ
外
へ
と
M
け
韓
日
リ
り
1
t
た
〕
休
み

H
十
日
り
他
店
義
孝
」
、
H
－
基

山
q
I
抑
ル
ー
一
往
出
力
耶
こ
し
歩
七

山
一
点
帖
閃
ヤ
取
此
鮫
な
ど
坂
根
の

一
四
に
∴
二
㌫
・
人
詔
り
′
l
＝
■
つ
訴
題

は
　
此
れ
H
り
主
．
沼
最
い
こ
と
、
校

日
詰
“
板
川
、
日
額
の
M
き
カ
．

さ
て
は
責
・
タ
ラ
7
日
で
の
訂

世
人
遣
い
・
礼
俵
に
芋
り
乗
で
）
瑚
”
癌

で
奉
り
り
H
U
i
U
．
共
施
し
た
椚
い

り
、
関
根
か
り
郡
筍
に
回
こ
し
わ
り
、

そ
う
し
た
皆
の
心
の
動
き
が
期
せ
す
し

て
一
致
す
る
損
も
竃
で
努
㌔
い

．
つ
い
一
？
学
控
へ
の
所
望
　
認
識
に
つ

＝
て
い
州
ま
崇
一
心
即
も
こ
の
明

の
剛
何
て
を
○
ご
あ
よ
う
な
小
さ
な

小
さ
一
．
議
員
に
帽
る
ご
ー
の

警
笛
玉
童
重
禦
せ
、
胴
人
の
巧

曇
柁
会
川
の
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
周
到
猛
m
印
と
知
力
と
お
耐
・
表

情
が
必
空
し
あ
う
つ
ヶ

口
脇
の
臼
と
、
轟
m
邦
の
規

律
・
餌
埼
化
は
．
艮
南
洋
の
窄
前

で
あ
る
、
滝
里
小
さ
な
報
切
の
邦
川
が

大
嘉
ワ
上
げ
ら
れ
て
い
ろ
ゥ
M
づ

く
り
に
つ
な
が
古
人
づ
く
り
塾
即
も
、

繁
の
剛
で
は
至
膿
さ
れ
て
い

る
．
熟
甥
窓
に
参
り
平
に
と
二
㌧

政
治
に
つ
な
が
る
こ
望
つ
蓋

の
罪
は
驚
た
い
が
、
鐘
を
如

し
て
敏
一
罰
ぢ
か
蓋
し
い
学
校

鑓
情
の
中
で
、
ふ
と
心
に
縛
り
至
は

習
革
．
本
人
に
と
リ
ー
l
ゝ
勿
鱒
学

問
岡
上
の
ト
拓
に
も
間
じ
毒
b
し
て

は
な
り
な
い
も
の
だ
。
招
杵
の
兼
し
い

円
文
臨
習
冤
騒
貫
に
は
、
苧

筈
に
在
亀
一
人
一
人
の
桝
に
快
く

毒
し
埴
つ
一
差
こ
そ
重

な
の
で
は
な
い
だ
う
つ
セ
T
。

苅
霊
は
何
処
に
章
句
）

約
九
の
睡
附
だ
各
人
の
机
の
鞘
に
、
孜

室
り
す
烏
の
周
辺
に
、
鞄
、
下
血

柿
の
近
く
に
、
そ
つ
し
γ
会
の
行
き

帰
り
に
、
満
ち
つ
い
て
静
か
に
弔
え
る

略
、
”
中
人
は
そ
こ
に
蓋
の
労

音
ヾ
つ
畠
γ
吾
†
亡
が
で
き
よ
う
つ

だ
が
そ
つ
し
た
小
吏
立
ほ
四
人
飽
か

に
州
び
か
け
て
も
．
と
か
く
等

に
じ
ら
れ
る
こ
と
が
仰
レ
友
r
＜
は
な
か

っ
た
う
っ
か
†

又
蟄
ほ
余
り
に
利
己
附
で
は
た
か
っ

た
ろ
つ
か
7
　
余
り
に
口
等
m
が
な

啓
示
留
あ
に
、
再
－
蓋
し
な
が

ら
日
り
若
い
警
吏
つ
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
符
か
つ
た
た
る
つ
か
ー

魚
体
で
や
る
よ
▲
つ
入
り
昭
に
対
し
、
余
り

に
個
人
の
力
義
し
．
日
誌
手
に

警
舞
い
す
ぎ
て
は
い
な
か
っ
を
つ
つ

ん
l努
の
帽
、
彬
に
山
に
そ
う
し
て
畳

紙
均
に
、
間
を
軟
骨
攻
に
重
り
れ
て

私
汚
け
撃
へ
切
れ
な
い
ほ
レ
沢
山
の
感

電
知
華
…
川
前
っ
ち

今
急
班
に
そ
の
曝
汚
点
見
せ
て
き
た

仙
ア
な
り
で
、
モ
こ
は
か
と
な
く
自
ら

の
戌
蓉
〝
曲
別
す
る
の
は
．
要
一
人

の
み
て
は
な
い
て
あ
ろ
つ
．

博
し
正
し
く
喝
調
を
料
鞄
す
る
と
と
も

に
、
つ
ね
に
畠
有
賀
し
、
■
讐

懲
り
な
い
な
り
は
、
岩
い
急
の
明
日

へ
の
飛
聖
U
は
足
下
に
用
讐
れ
る
で

あ
ス
■
つ
っ

テ
ス
ト
は
十
万
土
ハ
日
（
土
）
止
鰻

罷
）
、
同
工
白
扇
）
午
前
咋
句

末
I
Z
に
お
い
一
指
わ
れ
、
テ
ス
ト
拍
剛

は
1
各
教
科
ハ
十
蔓
八
十
分
、
通

性
雄
刀
テ
ス
ト
は
九
十
分
・
椚
用
は
ー

警

真

二

誓

乗

の

契
ほ
二
7
両
に
冨
弄
れ
る
。

ま
た
テ
ス
ト
の
繋
川
m
の
み
、
放
送
に

よ
る
テ
ス
ト
が
は
初
の
＋
五
重

で
行
わ
れ
る
り
取
料
の
票
由
、
英
は

こ
、
毒
は
別
で
勢
扉
、
他
は
北
冠

間
違
写
れ
る
。
申
・
邁
み
は
九

月
1
肴
よ
り
二
十
着
H
汚
で
あ
る
が
、

現
在
ま
で
の
璽
襲
茸
省
、
二
年

三
十
二
名
の
替
わ
．
華
南
翌
J
い

る
。
こ
れ
ら
テ
ス
ト
の
拙
聖
は
、
三
年

の
瑚
台
本
礫
諸
ま
で
に
二
－
蓮
は
一

日
奉
ま
で
に
短
に
近
．
誉
れ
、
僧
人

た
ち
「
姑
ら
さ
れ
を
し
い
う
。

藁
の
責
任
舞
只
垂
は
「
金

団
的
な
テ
ス
ト
で
あ
り
目
己
り
妻

に
蓋
位
が
分
り
六
軒
松
決

定
に
役
立
つ
。
空
の
準
に
讐

机
粥
に
も
乏
し
い
二
条
で
堕
テ
ス

ト
は
書
だ
け
受
け
た
万
が
よ
い
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
畠
山
、

畠
賢
の
毒
登
り
上
が
っ

て
い
る
。
題
点
に
は
．
点
検
テ
ス
ト

青
、
①
一
和
の
モ
ル
モ
ッ
ト
だ
と

い
見
．
雲
が
重
り
し
た

褒
二
回
の
テ
ス
ト
だ
り
す
血
さ

れ
壷
位
が
当
て
に
な
萎
－
つ

か
。
憲
γ
ス
ト
叢
は
妻

を
一
つ
－
令
す
だ
け
で
あ
る
、
◎
化
摂

テ

ス

ト

に

琶

揖

撃

て

は

い
な
い
か
軍
人
、
柚
か
に
そ
■
つ
し
た
危

貰
い
で
恵
い
つ
し
か
し
大
学
史

学
日
嗣
に
控
え
た
今
、
私
た
姦

憫
と
し
ー
・
は
奉
彗
星
と
崗
＝
葺
で
、

警
よ
一
之
簿
ハ
H
に
は
、
短
阿

必
り
す
蛋
し
て
日
已
即
死
刀
の
駅
昇

を
た
の
す
よ
う
に
左
否
に
J
わ
れ
て

い
る
の
で
、
や
は
り
い
や
で
畠

袴
し
か
か
せ
な
い
弾
だ
か
品
哲
r
ス

ト

雲

で

あ

石

。

学
校
祭
近
し

夢
枕
か
に
つ
い
て

竃
＋
月
二
十
六
日
（
土
二
手
七
日

（‖】二
十
六
円
は
九
時
1
四
撃
一
＋
分

二
十
七
崖
ハ
埠
ニ
＋
争
1
・
四
岬

三
十
分

円
卓土
切
目
は
野
蛮
、
開
校
生
の
去

削
、
囁
円
h
喝
会
．
レ
コ
ー
ド
コ
ン

サ
・
・
・
ト
、
弁
翰
大
食
、

日
明
日
は
、
休
宵
餌
に
て
、
断
小
槌
大

年
表
、
弗
雲
、
バ
サ
し
択

一
が
、
空
っ
フ
一
－
ク
ダ
ン
ス
を

行
い
ま
す
。

カ
人
と
、
先
票
は
中
野
巾
村
、
古

沢
、
田
口
、
平
日
の
軍
産
で
あ
る
。

山
料
先
生
盟
川
拶
に
上
巻
り
杓
、

繊

い

て

中

野

葦

の

聖

徒

仲
岩
へ
の
轟
え
に
つ
い
て
お
紙
し
か

あ
っ
た
。
琶
先
生
の
司
会
で
、

鼠
初
至
芸
生
の
臼
忌
介
、
そ
し
て

休
助
成
と
他
行
し
ち
詫
丁
先
生
方
が

蹄

を

ほ

蓋

ほ

此

柘

会

石

山

さ
ん
の
司
会
で
墓
生
の
蓑

に
入
り
、
m
桜
は
撃
中
村
先

生
の
威
し
に
持
っ
た
。
糀
職
生
の
鳩
圧

と
し
て
あ
げ
ら
れ
わ
次
の
紺
点
は
餌
校

規
入
学
生
の
科
目
の
学
校
祭
に
▲
星

奮
れ
る
べ
き
覇
川
が
多
い
よ
う
で
あ

る
Cr
n
分
曇
に
し
、
力
い
っ

ほ
い
箸
。

二
、
l
見
叩
や
か
箸
も
の
の
影

に
は
ー
〆
れ
萱
桶
か
つ
】
空
一
巾

と
つ
も
の
で
至
．

三
、
汚
し
次
代
に
良
い
重
義
t
て

い
き
た
い
と
い
■
之
プ
箸
持
つ
。

円
、
乃
授
章
9
－
レ
玩
、

7
7
イ
ト
の
符
丁
の
る
。

革
こ
器
腎
是
齢
と
し
て
、
淳
や
か
に

旨
の
、
辱
す
べ
き
言
り
－
い

つ
ま
で
毛
く
よ
く
よ
し
な
い
の

六
、
本
宏
は
零
こ
て
打
ち
か
っ
て

い
く
碑
M
さ
の
馨
望
遠
に
持
ち

…
弼
け
る
。

七
．
希
巴
の
雪
等
言
。

八
、
片
筆
は
川
根
の
無
い
人
で

も
、
舶
笹
の
睾
よ
け
れ

誓
だ
る
。

－
不
た
小
野
先
生
は
往
生
に
対
し
て
川

希
望
書
く
持
ち
、
国
卜
汗
毒
し

て
触
く
人
E
】
ロ
も
早
く
血
杜
に
な
く

丁
は
な
り
な
い
人
間
と
な
る
っ
叫
金
紙

の
方
針
に
つ
い
て
背
梢
を
い
わ
で
轟
く

“
哲
。
肖
象
嚢
や
、
袷
軍
I

雛
純
絹
一
方

学
校
行
事

ニ
竺
m
一
指
搾
上

二
十
四
日
　
敢
わ
追
出
掩
娘

二

十

八

日

　

喜

び

二
十
九
日
　
二
坤
父
兄
会

大
掃
除

一
H
　
且
取
払
轡
プ
ス
ト

屋

恵

手
芸
材
料
・
ボ
タ
ン
・
糸

毛
糸
の
イ
イ
ジ
マ

T
H
L
　
（
六
）
二
三
一
五

一
筆
品
■
化
粧
品

資
生
堂
チ
ェ
・
－
ン
ス
ト
ア
ー

佐
々
木
薬
局

T
E
h
（
六
）
二
七
三
七


